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本書は、「県営担い手育成基盤整備事業横市地区」に伴い、受託事業として都城市教育委員会が調査を

実施した、肱穴遺跡の発掘調査概要報告書であります。

当遺跡の所在する都城市横市町では、県営ほ場整備事業に先立つ埋蔵文化財の発掘調査が平成 8年度か

ら継続的に実施されており、これまでにも古墳時代の集落や中世水田址など、数々の成果が報告されてお

ります。平成10年 4月 から同年12月 にかけて実施した今回の調査でも、縄文・弥生 。古代・中世・近世の

遺構・遺物が多数出上しておりますが、中でも縄文時代の終りから近 。現代まで断続的に認められる水田

址の発見は、当地における水田開発史を知る上で大変貴重な資料となりました。

本書の刊行を通して、こうした地域の文化財に対する理解と認識がますます深まつていくことを願うと

ともに、今回の成果が学術研究の発展に少しでも寄与できれば幸いです。

最後に、例年にない酷暑の中で発掘作業に従事していただいた市民の皆様をはじめ、関係各機関の方々

には多大なご理解・ご協力をいただきました。また、現場における発掘調査から出土遺物の整理について

も、多くの先生方のご指導・ご教示を拝しました。ここに記し、心から感謝の意を表します。

1999年 3月

都城市教育委員会

教育長 隈 元 幸 美
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leは じ綺冬

1疇 調 査 に至 る 経 緯

宮崎県都城市横市地区では、平成 5年度に県営ほ場整備事業 (平成 9年度より県営担い手育成基盤整備

事業に移行)の実施が採択された。翌平成 6年度、宮崎県北諸県農林振興局から文化財の所在の有無につ

いて照会を受けた宮崎県文化課が詳細な分布調査を実施したところ、事業対象区域 (約 170 ha)内 におい

て、10遺跡 ・約44haに及ぶ埋蔵文化財包蔵地 (総称「横市地区遺跡」)の所在を確認した。その後、都城

市教育委員会は県文化課が実施した試掘調査の結果を受けて北諸県農林振興局と協議を行い、平成 8・ 9

年度の鶴喰遺跡発掘調査を皮切 りに、工事施工と並行する形で横市地区遺跡の発掘調査に着手した。

平成10年度 も横市町・出水下地区において約13haの ほ場整備が計画されたため、県文化課が平成 9年 6

月に約 6 haの微高地部分を対象とする試掘調査を実施した。その結果、施工区西側の舌状丘陵縁辺部で古

代から中世の上師器片が出土し、周辺の低地部分では文明軽石層 (15世紀後半頃)下部からイネのプラン

トオパールが検出されたため、当該期の集落及び水田跡が残存していると推察された。これらを踏まえて、

当市教育委員会と北諸県農林振興局の間で工事施工区域内の埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を行い、

現状保存が困難な約1.5 haを 対象に記録保存の措置を講ずることとなつた。

調査は、宮崎県の委託を受け、都城市教育委員会が主体となつて実施した。現場での発掘作業は平成10

年 4月 22日 から平成10年 12月 15日 にかけて行い、その後引き続き都城市埋蔵文化財整理収蔵室において出

土遺物や図面等の整理作業を行つた。

褥

膨
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矛
′

1.肱穴遺跡 2,中尾山,馬渡遺跡  3.池原遺跡  4.lll治屋遺跡  5。 田谷.尻枝遺跡  6.正坂原遺跡  7.畑田遺跡  8.新宮城跡  9.鶴喰遺跡 10.母 智丘原第1遺跡

11.母智丘原第2遺跡 12.牧ノ原第2遺跡  13.月 野原第2遺跡 14,大久保第2遺跡 15.菓子野地下式横穴墓群 16.安 永城跡

図 1 遺跡位置図
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2口 遺跡の位置と環境

肱穴遺跡は宮崎県都城市横市町122-1番ほか (字肱穴)に所在する。都城市は宮崎県の南西部に位置し

ており、市域は東を東岳、柳岳を主峰とする鰐塚山地、西を自鹿岳、瓶台山から霧島山系へと連なる山地

に囲まれた、南北に細長い地溝状の盆地底のほぼ中央を占めている。当遺跡の所在する横市地区は、都城

市街地の北西部に位置し、鹿児島県曾於郡財部町と県境を接している。地区の中央には自鹿岳の裾野に端

を発する大淀川水系の横市川が東流しており、流域の低位面を挟んで、南北に成層シラス (二次シラス)

台地である蓑原、月野原の両台地面が広がつている。

当遺跡は横市川左岸に位置しており、月野原台地の端部が南側の横市川へ向けて緩やかに傾斜する沖積

世の低位段丘面上に立地している。遺跡の標高は海抜142～ 144mで、河川流域の氾濫原面との比高差は

2～ 4mほどである。当該地の現況はほぼ平坦な水田であるが、調査対象区域の北西角から南東方向へと、

扇状に広がる旧地形の段差がわずかに残存している。 [図 2]「出水」の字名が示す通り、古来より月野

原台地からの伏流水が湧出する地であつたと推察され、今回の調査でも、湿田を乾田に改良する目的で

近 。現代に行われた盛土工事の痕跡が認められた。

当該地区の歴史的環境については、周辺で確認 ・

調査されている遺跡から、縄文時代早期まで湖るこ

とができる。まず、肱穴遺跡の対岸、蓑原台地北端

の緩傾斜地に所在する田谷 ・尻枝遺跡 [図 1-5・

写真 1]で は、散石状の礫群とともに縄文時代早期

中葉頃の円筒形土器や磨石が出土し、さらにその下

部層では陥し穴 1基が検出されている。また、同遺

跡では縄文時代中期頃の陥し穴も確認されている。

後期の遺物は、横市川南岸の中位河岸段丘上に立地

する正坂原遺跡 [図 1-6]で 出土した凹線文 ・磨

消縄文系の綾式や指宿式土器、貝殻文系の市来式土器、蓑原台地北縁に所在する加治屋遺跡 (第 2次調査)

の [図 1-5。 写真 2]の三万田式土器などがあり、月野原台地南部の牧ノ原第2遺跡 [図 1-12]では

当該期の竪穴住居址も確認されている。晩期の遺物は少量ながらもかなり普遍的に認められるが、とくに

蓑原台地北端の舌状部に立地している中尾山・馬渡遺跡 [図 1-2・ 写真4]の孔列文土器や、正坂原遺

跡出上の黒川式上器、刻目突帯文土器などは肱穴遺跡との関連性も含めて興味深い。

当地区の弥生時代の遺跡は、瀬戸内系の凹線文土器が出土した牧ノ原第 2遺跡や同じ台地の南端に所在

する月野原第 2遺跡 [図 1-13]、 母智丘山頂部の

母智丘原第 1遺跡 [図 1-10]な ど、中期後半頃か

ら散見され始める。後期以降では、2次に亘る調査

で後期末の竪穴住居址ゃ周溝状遺構、後期後半～終

末期の竪穴住居址が検出された加治屋遺跡や当該期

の遺物が出土 した池原遺跡 [図 1-3]、 月野原台

地北端に立地し、同じ後期 ・終末期頃の遺構 ・遺物

が出土 した大久保第 2遺跡 [図 1-14]な どが所在

してお り、河川に面した台地端部に営まれた当該期

集落の様相が明らかになりつつある。

写真 1.田谷・尻枝遺跡遠景

写真 2.加治屋遺跡遠景

-3-



古墳時代では、平成 8・ 9年度の県営ほ場整備事

業に伴つて調査が実施された鶴喰遺跡 [図 1-9・

写真 3]の後期集落が特筆される。都城市域では初

めてのカマ ドを伴う竪穴住居を含め68軒の住居址が

検出されてお り、完形の馬鐸など豊富な遺物も注目

されている。また、同時期とみられる竪穴住居址は

月野原台地南部の母智丘原第 2遺跡 [図 1-11]で

も出土しているが、当地区一帯では弥生時代と同様

に、古墳時代についても後期以前の遺跡が皆無であ

り、今後の事例増が待たれる。なお、大久保第 2遺

跡のほぼ対岸、東流する大淀川水系 ・庄内川左岸の河岸段丘上には、これまでに14～ 15基の墓が確認され

ている菓子野地下式横穴墓群 [図 1-15]が立地している。都城市内で確認されている3つの地下式横穴

墓群の 1つで、複数の人骨とともに貝輪や鉄剣・鉄鏃などが出土している。

市の東部を西流する大淀川水系の沖水川流域から

横市川流域にかけての地域には、古代末～中世初頭

頃の遺跡が点在しており、隣接する旧大隅国から旧

薩摩国へと繋がる古代のルー トがこの地域に存在し

ていた可能性も想定されている。古代の横市川流域

を代表する遺跡としては、墨書土器や緑釉陶器、越

州窯系青磁など平安期の遺物が多量に出土した中尾

山・馬渡遺跡が挙げられる。遺構の面から公的施設

や寺院等の可能性を示唆することはできないが、出

土遺物の組成が一般集落とは異なる様相を示してお

り、他の遺跡とは一線を画している。なお、当地区一帯では鶴喰遺跡や牧ノ原第 2遺跡、母智丘第 1遺跡

などでも当該期の遺物が出土している。

中世については、集落跡やその生産基盤となる水田・畑跡、山城などが多く確認されている。横市川下

流域の正坂原遺跡では、12世紀中後半を中心に15世紀後半 (文明軽石降下前)頃 まで永続的に営まれた集

落が検出されている。棟軸の違いから数段階の変遷過程が追える掘立柱建物群や木棺土墳墓など、当時の

集落構造を復元的に捉らえることができる遺構群や、文明軽石の降下で埋没した畝状遺構 (畑跡)な どが

確認されている。大量の土師器・舶載磁器類とともに柱穴に礎石を伴う大型掘立柱建物や回廊状遺構が出

土した鶴喰遺跡は、中世前半頃の居館址の可能性が高い。また、同遺跡においては宮崎県内では初めてと

なる火山災害 (文明軽石の降下)で被災した中世の水田跡が確認され、これまで不明であつた当地域の近

世以前の生産基盤の解明に一石を投じた。同種の類例は、横市川支流沿いの低地面に立地している畑田遺

跡 [図 1-7]を はじめ周辺でも増加の傾向にある。鶴喰遺跡の北西部には、南北朝期の文献史料に初見

がみられる新宮城跡 [図 1-8]力 S位置している。南九州域においてみられる、いわゆる「南九州館屋敷

型」あるいは「群郭式」と呼ばれる城郭に比べるとかなり小規模で、村落領主の拠点である館城と呼ばれ

る範疇に含まれる山城である。なお、横市地区に隣接する庄内地区には、市内を代表する「南九州館屋敷

型」城郭の 1つであり、遠堀に囲まれた総構の範囲が30haを 越える安永城 [図 1-16]が所在している。

写真 3.鶴喰遺跡遠景

写真4.中尾山 口馬渡遺跡遠景
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Ⅸe闊貶鶉削躙
1日 調 査 の 経 過 と概 要

今回の発掘調査は、ほ場整備による面工事で削平される範囲及び排水路 ・農道の敷設部分である約

15,000ピを対象に実施 した。発掘は、10m× 10mを 1単位とするグ リッド法を用いて行い、対象区域に公

共座標軸系の S・ N基準線に一致したメッシユを設定した上で、南北方向を算用数字、東西方向をアルフ

ァベットで表記した。なお、調査の便宜上、現況の水田面の高低差にあわせて、調査区を第 1面～第 3面

と呼称し、さらに第 1面をA～ D区、第 2面をA・ B区 に細分した。E図 2・ 6]

調査は、ほ場整備後に復する現水田耕作上の最Jぎ取 りを事業者側が行つた後、重機を用いて中世水田跡

の出上が予想された第 3層 (桜 島文明降下軽石層)上面までの掘 り下げに着手した。しかし、中世水田の

覆上である第 3層が、旧地形の起伏や近世以降の耕作に伴う攪舌Lに よつてかなり乱れており、加えて掘 り

下げの段階で、試掘調査では確認されていない近世の遺構 ・遺物が多量に出上したため、第 2b層以下に

ついて、急邊人力で発掘を進めることとした。その結果、第 1・ 2面 を中心に、第 2b層中位面で近世～

近代の遺物を伴う溝状遺構 ・掘立柱建物跡・水田跡等を、第 3層及び第 4a層上面で中世の畝状遺構 ・水

田跡を確認することができた。また、調査の過程で、東西 。南北方向に設定した土層観察用 トレンチ内か

ら古代の遺物が出土したため、中世遺構群の調査後、重機と人力を併用して下位の第4e層 まで掘 り下げ

たところ、第 1面 A・ C区北側の第 4e層 。第 7層上面において古代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡を、さ

らに第 1面 D区及び C区の南側で縄文晩期終末期～弥生前期頃の住居跡や弥生後期 ・終末期の溝状遺構等

を確認することができた。現場の作業は、平成10年 4月 22日 から12月 15日 まで行い、その後、遺物の整理

と概要報告書の作成を行つた。なお、平成10年 12月 5日 に市民を対象とした現地説明会を実施した。

2.遺 跡 の 層 序

本遺跡の層序は、基本的に地点ごとで異なつた様相を呈している。とくに、調査の指標となる2枚のテ

フラ層 (第 3層 :15世紀後半頃に噴出した桜島文明軽石層と第 7層 :約 4,200年前の霧島御池軽石層)に

挟まれた第 4・ 6層 は、旧地形

の起伏 (調査区南西→北東方向

への谷地形)な どによつて地区

ごとの上層堆積状況が大きく変

化しているため、これを14層 に

細分し、現耕作土から霧島御池

軽石層までをおおむね21枚 に分

層した。

なお、各時期の遺構検出面は、

近世 :第 2b層、中世 :第 3・

第 4a層、古代 :第 4e・ 第 7

層、弥生後期・終末期 :第 4e

層、縄文晩期～弥生前期 :第 7

層であるが、地区ごとの詳細に

ついては、本報告で改めて行う

こととしたい。

(第 3面基本土層〉

ｍ

０５〇一

(第 1面基本上層)
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図3 肱穴遺跡基本土層図
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3ョ 遺 構 と遺 物

今回の調査で確認した遺構・遺物は、大きく4時期に大別することができる。まず、縄文晩期終末期～

弥生後期・終末期の段階では、擦り切り孔を有する石包丁や打製土掘具が出土した円形住居跡、刻目突帯

文土器を伴う水田層 憫文晩期終末期～弥生前期)と 、水田の用・排水路と推測される溝状遺構や木組状遺構 (弥生後期,終

末期)が挙げられる。調査区北側に集中する古代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡については、共伴する土師

器・須恵器から、8世紀後半～9世紀前半頃をピークに8世紀から10世紀までの年代幅が想定され、遺構

の性格についても、竪穴住居群と総柱建物や庇付建物を含む掘立柱建物群という異なる2つの様相が看取

できる。古代末から中世にかけての時期は、砂礫層にパツクされた水田跡 (古代末～中世初頭頃)、 文明軽石降下

前後の畝状遺構 (畑跡)、 今回の調査区のほぼ全域に広がる文明軽石層に覆われた水田面 (中世後半)な ど、生

産遺跡としての性格が強い。とくに第 3面北東部で検出した文明軽石直下の水田面においては、良好な状

態で大 ・小区画畦畔が確認されており、地形と合致した当該期水田の広がりを把握することができた。近

世も後半に入ると、中世段階に開発された水田を廃して、調査区北 。西部 (第 1面 )一帯に再び集落域が

形成される。掘立柱建物・井戸・土坑のセツトを一つの単位とする当該期の遺構群は、溝状遺構に規制さ

れて 3つの区画に分かれており、18世紀後半～19世紀代の陶磁器類や木製品、墨書の認められる軽石製五

輪塔などが共伴している。以下、時代ごとに順をおつて概要を記した。

1)縄文時代晩期終末期～弥生時代後期・終末期 E図 4・ 写真 5～ 30]

霧島御池軽石層上面で確認すると、当遺跡は北西から南東方向へ馬の背状の旧地形を呈しており、谷を

挟んで弧状に延びる微高地の南半部に当該期の遺構・遺物は集中している。縄文晩期終末期～弥生前期の

遺構は、直径 4～ 5mの円形プランで、中央に2個の主柱穴を配し、周壁ライン上に8～ 10個の柱穴が並

ぶ住居跡を確認している。後世の削平・攪乱を受けているため、竪穴 。平地の別は不明であり、中央土坑

も確認されていないが、いわゆる松菊里型住居である可能性が残る。なお、このタイプの住居に伴う柱穴

からは、刻目突帯文土器や擦 り切 り孔を有す

る石包丁、打製土掘具等が出土している。ま

た、これらの住居が点在する微高地周囲の低

地面では、刻目突帯文土器を伴い、イネのプ

ラントオパールを多量に含む水田該当層が確

認されているが、これも攪乱を受けており、

面的に把握するまでには至つていない。

弥生後期・終末期の遺構としては、前期集

落の立地する微高地を横切つて東西方向に延

びる溝状遺構と、微高地から低湿地面への落

ち際付近で溝とほぼ直交する形で出土した本

組状遺構がある。先端部を削り、中ほどに快

りを施した木杭のまとまりである木組状遺構

の機能については、当該期水田の用排水路と

みられる溝状遺構に設けられた井堰や木橋等

が想定される。なお、本杭とともに短頸壺が

埋置されたような状態で出土しており、水口

祭祀が行われていた可能性が示唆できる。 写真 5.縄文時代晩期終末期～古代遺構群
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写真7.縄文晩期～弥生前期住居址群完掘状況①
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写真11.石包丁・土掘具出土状況
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写真13.縄文晩期水田層確認 トレンチ

轟轟纂彗事IⅢI鯰・III暴二響彎攣
写真14.縄文晩期水田層接写

写真コ5. 弥生後期～終末期満状遺構 (東半部)検出状況
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弥生後期～終末期満状遺構 (東半部)完掘状況②
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写真18.弥生後期～終末期木組状遺構検出状況①
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写真19.弥生後期～終末期木組状遺構検出状況②



写真20.弥生後期～終末期木組状遺構検出状況③ 写真21.弥生後期～終末期木組状遺構検出状況④

写真22.溝状遺構内 (東半部)遺物出土状況①

写真

'4. 
弥生後期～終末期満状遺構 (西半部)検出状況

写真23.満状遺構内 (東半部)遺物出土状況②

写真26.溝状遺構 (西半部)内木製品出土状況写真曖5,弥生後期～終末期満状遺構 (西半部)完掘状況
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写真27.出土遺物 (縄文晩期～弥生後期・終末期)① 写真28.出土遺物 (縄文晩期～弥生後期・終末期)②

写真29.出土遺物 (縄文晩期～弥生後期=終末期)③ 写真30.出土遺物 (縄文晩期～弥生後期・終末期)④

2)古  代  [図 4。 写真31～ 39]

古代の遺構群は、前節でのべたように概ね8世紀～10世紀の時期幅に収まると考えている。まず、掘立

柱建物跡を含む柱穴群は、調査区北・西部 (第 1面 A・ C区)のほぼ全域で確認されているが、3間 ×3

間の2面庇付建物や 2間 ×3間の総柱建物など、大型柱穴を有する建物群は調査区北側の上位段丘面縁辺

に集中する傾向が認められる。棟軸が類似したこれらの建物群は、竪穴住居跡との切り合い関係から、竪

穴住居群に後出すると考えられ、出土遺物の年代から9世紀後半～10世紀代を想定している。なお、今回

の調査では、当該期のものとしては都城地区の初例と

なる柱根 2点 も出上している。

広範囲に分布する掘立柱建物群に比べ、竪穴住居跡

はE-5～ F-6グ リッド周辺でのみ検出している。

実際には、地形に沿つて調査区北東部まで広がつてい

た可能性も高いが、今回の調査では確認できていない。

また、検出した竪穴住居は切 り合い関係にあるものが

多いが、上位段丘面から流入したと推測される砂礫層

や後世の攪乱が、その前後関係の判別を困難にしてい

る。なお、鶴喰遺跡で多数確認された住居内のカマ ド

遺構については、2軒の住居から検出したのみで、こ

れも住居の建て替えや中世以降の耕作によつて破壊 ・

消失した可能性が高いと思われる。 写真31.古代柱穴群完掘状況

-11-



写真33.古代柱根出土状況写真32.古代掘立柱建物跡検出状況

写真35.古代竪穴住居址群完掘状況写真34.古代竪穴住居址群検出状況

写真37.出土遺物 (古代)②写真36.出土遺物 (古代)①

写真39.出土遺物 (古代)④

-12-

写真38.出土遺物 (古代)③
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3)中  世  [図 5。 写真40～ 62]

今回の調査で確認した当該期の遺構は、古代末～中世初頭頃 (12世紀代)と 中世後半 (15世紀後半頃)

の2時期に大別できる。検出された遺構は、いずれも水田跡や畝状遺構 (畑跡)と いつた生産遺構のみで

あり、古代の段階で認められた居住施設群 (掘立柱建物 ・竪穴住居等)が、この時期には大規模な新田開

発に伴い、周辺部に移転 ・後退したと考えられる。まず、調査区北東部で出土した水田跡では、上位段丘

の斜面部崩落によつて流出したとみられる砂礫層が水田面を部分的に覆つており、砂礫が詰まつて遺存じ

た人や家畜 (牛馬)の足跡を観察することができた。水田層を挟む上下の層で出土した舶載磁器から、12

世紀後半頃を下限とする水田跡と考えられ、面的に捉らえられた水田としては、当地方最古の事例である。

中世も後半に入ると、当遺跡のほぼ全域が水田化されていたと考えられる。これらは、文明年間 (1469～

1487)に 降下した桜島起源の軽石層に覆われた状態で出土しており、近世以降の耕作によつて攪乱は受け

ているものの、地形にあわせて開発された当該期水田の広がりを面的に把握することができた。また、今

回の調査では、農事サイクルのどの段階 (季節)に降灰したかを探る上で有用な火山灰層直下の水田面の

状況に、いくつかのパターンが認められた。この種の水田遺構の初例となつた鶴喰遺跡では、農耕具によ

る天地返しの痕跡とみられる激しい凹凸がみられる水田と、ほとんど平坦で凹凸のない水田の2種類しか

確認されていないが、今回はこれに加え、表面はフラツトで S字状に続く人の足跡だけが認められる水田

ゃ、土坑状の落ち込みが列をなし、あたかも水田の中に畝が形成されたような形状のものなどが検出され

ている。こうしたバリエーシヨンを、土地の性質 (湿田 '乾田等)に適応した農耕技術の差違と捉らえる

か、いわゆるコメ作りに伴う作業工程の進捗差を反映したものと考えるか、今後民俗事例等を含めて検討

していく必要があろう。なお、こうした水田とともに第 1面 B区西側の一部で、畝状遺構 (畑跡)を確認

している。これも当時の土地利用を考える上で、興味深い資料である。

写真40.古代末～中世初頭水田層 写真41.古代末～中世初頭水田面上の足跡

写真42. 写真43.第 1面 Cプロツク北側中世水田面検出状況①

-14-
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写真46.第 1面 Cブロツク北側中世水田面完掘状況②
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写真54.第 1面 Dブロック中世畝状遺構検出状況
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写真53.第 1面 Bブロック中世畝状遺構完掘状況
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写真56.第 2面 Aブロック中世水田面検出状況
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写真55.第 1面 Dブロック中世畝状遺構断面
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写真57.第 2面 Aブロック中世水田面完掘状況



写真58.第 2面中世水田面完掘状況 写真59.第 3面南東部中世水田面検出状況嘔
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写真60.第 3面南東部中世水田面検出状況12
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写真61.第 3面南東部中世水田表面状況

4)近 世～近代  [図 6・ 写真63～ 84]

ヒに近世後半頃 (18 1Ui紀後半～19世 紀代)の遺物を

伴う当該 |り1の道構1洋 は、遺跡内でも一段高くなつた調

査 1人北 ・μЧI則 (第 1面 )に 分4jす る

'こ

落遺構と、llt地

面である第2 31自 iに 広がる水田遺構に分けられる。

井戸fや 11坑 を1｀ 11い 、ほぼ同じ棟 1何 ||の‖1立 柱建物が並

ぶ居住施設榊は、建物の朝|と 含致 した満状遺 lli」 によつ

て区画されていたと考えられ、大きく3つの I11位 に分

けることができる。当時の農 l ll集 落において、この嗜i 写真62.出土遺物 (中世)

位をどの程度の農民層のりFI千 li施設 と考えるか、
/〉

後 llJ tt 1/D他 の遺跡 とも比較 しながら検 liヽ1し ていきたいと

思 う。なお、中 1比段階で開発した水 [||を 廃 し、1ljび 居イl:施設が構築 された要 1月 について i:｀F細 は不|り |で ある

が、同じ横市川流域の久味本 ・力|1治屋地 1人 において、正徳 2年1(1712)頃 から約 200‖ ∫歩の新 |11開 発を行
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つていた記事が文献史料 (『庄内地理志』)にみえることから、こうした新田開発に伴う農村集落の再構築

により、当遺跡においても集落域が再び進出したと推察することも可能であろう。

水田については、集落遺構と同じ時期と考えられる2条の畦畔と、面的に認められる人や家畜の足跡を

確認している。調査区外へ延びるため、畦畔に囲まれた水田 1単位の規模は不明であるが、取水口状の遺

構や畦畔に沿つてみられる溝状の落ち込みなど、近 。現代へ続く当地区一帯の水田史を探る上で貴重な資

料を得ることができた。また、ほぼ同じ時期の居住空間 (集落跡)と 生産基盤 (水田)力 Sセ ツトで出上し

たことにより、朧気ながらも当時の農村風景を想像することができるという意味では、市内でも稀有な例

であるといえよう。

写真63.第 2面 Aブロック近世水田面検出状況① 写真64.第 2面 Aプロック近世水田面検出状況②

写真65.第 2面近世水田面完掘状況 写真66. 第2面 Aプロック近世水田面完掘状況(畦畔及び足跡群)

写「[義67. 第2面 Bプロツク近世水田面完掘状況 (足跡群及び水路) 写「ξ羹68. 第2面 Aブロック近世水田面上凹凸 (人間と家畜の足跡)
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写真69.第 1面 Aブロック近世遺構群検出状況 写真70.第 1面 Aブロック近世掘立柱建物跡完掘状況
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写真72.第 1面 Bブロック近世遺構群検出

写真73.第 1面 Bブロック近世遺構群完掘状況①
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第 1面 Bブロック近世丼戸内遺物出土状況
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写真74.第 1面 Bブロック近世遺構群完掘状況②
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写真75.第 1面 Bブロック近世柱穴内柱根出土状況
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写真 76.



写真77.第 l面 Cプロツク北側近世遺構群検出状況 写真78.第 1面 Cブロツク北側近世道路状遺構完掘状況

第1面 Cブロック南側近世満状遺構内遺物出土状況

写「:義81. 第2面 Bブロツク近代水路遺構内竹組検出状況

灘
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咆たは||||||||:il

写真82.出土遺物 (近世)①

写真80.第 1面 Dブロック近世満状遺構完掘状況

写真83.出土遺物 (近世)②
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写真84.出土遺物 (近世)③
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